
 

熊本大学海外派遣留学生 報告書 

 

 

  

氏名 A さん 

所属    文 学部・大学院   総合人間  学科・専攻 

留学先機関名    モンタナ州立大学 （国名： アメリカ合衆国    ） 

留学先所属 

□ 特定の学部・研究科に所属（       学部・研究科） 

☑ 特定の学部等に所属せず、様々な学部等の授業を履修 

□ その他： 

留学期間 2018 年 8 月 －  2019 年 5 月 
留学開始時 

学年 
 4 年次 

奨学金 

□ JASSO 海外留学支援制度    □ 国際奨学事業 

☑ トビタテ！留学 JAPAN 【第 9期】 

□ その他（            ） 



 

１．出発前の準備について 

 

ビザの種類 
☑ 有  □ 無 

種類(  J−1 ) 
ビザ申請先 

☑ 国内  □ 現地 

場所( 在日米国大使館 ) 

必要書類、手続き 

手続きに要した期間 

DS-2019 が MSU から送られてくるので、在日米国大使館へ予約を取って

面接を行う。書類受け取りから面接まで 1〜2 ヶ月くらい。夏は繁忙期な

ので早めに大使館の予約をしておくと準備がスムーズ。大使館のウェブ

サイトで用意する書類が掲載されているのでそこを確認するのが確実。

面接から最大 1 ヶ月でパスポートにビザが貼り付けられて郵送されてく

る。ビザの費用も必要なので注意。 

ビザ申請以外で 

必要な事前手続き 

パスポートを持っていない人はすぐに申請することを勧める。す

でにパスポートを持っている人でも有効期限が留学開始から一年

以上あるかどうかを確認しておくと良い。 

海外保険加入、携帯電話の海外利用について確認しておくと良い。 

留学に向けて 

取り組んだ語学 

☑ 英語   □ 独語   □ 仏語   □ 中国語 

□ 韓国語  □ その他（        語） 

勉強方法 

熊本大学が随時 IELTS 対策講座を開講してくれたのでそこで対策

を行った。過去問を繰り返し解いて傾向を掴み、スピーキングとラ

イティングはグローバルカレッジの先生に添削していただいた。 

留学先の手続き 

(必要書類、大変だっ
たこと、どのように取
り組んだか等) 

とにかく事務手続きが煩雑で、量が多かった。おすすめは「MSU」

「大学」「ビザ」などカテゴリーを分けてファイリングし、どの書

類をいつまでにどこに出さなければならないかを明確にした。そ

うすることで進捗状況を把握するようにした。MSU はウェブ上で手

続きすることもあるので、留学予定者同士で事前に集まって取り

組んだ。 

事前の必要経費 

(留学前に必要な 
支払い費用) 

※概算費用 

□ 授業料       円  ☑ 寮費 約 500,000 円 

□ 語学研修費     円  □ 教材費     円 

☑ ビザ申請 18,400 (＄160) 円  

渡航費（□片道 ☑往復約 300,000(渡航日変更可能チケット)円 

海外旅行保険料 約 200,000 円 

□ その他（      ）       円 

 

  



２．渡航～到着時の生活について 

 

利用航空会社 ANA、United 航空 手配 
H.I.S 熊本店 

※利用したサイト、旅行会社等 

移動経路 

※往路のみ 

熊本→羽田→成田→デンバ
ー→ボーズマン 

到着 

時刻 

昼頃 

【※移動時間（約 24 時間）】 

大学（寮）への 

移動手段 

☑大学手配の出迎え  □知人の出迎え  □タクシー 

□公共交通機関（□バス □電車） □その他（      ） 

空港から移動する

際の注意点 

行き方、料金等 

MSU が空港から寮までのシャトルバスを出しているのでウェブで

手配する。空港から MSU まで車で約 20 分 

住居のタイプ 
☑寮  ☑アパート 

その他(       ) 

住居 

手配 

☑大学の斡旋  ☑自分で 

その他(       ) 

部屋の種類 

☑一人部屋 

☑二人部屋 

その他(       ) 

ル ー ム

メイト 

□日本人学生 

☑他国からの学生 

その他(       ) 

住居の申込手順 
MSU の寮（第一セメスター）→出発前に 

学校近くの教会が運営する寮（第二セメスター）→友達からの情報 

住居でのトラブル 

および解決方法 

ルームメイトは慎重に、厳しめに希望申請を出した方がいい。半年

間いびきに悩まされる留学生活を送って欲しくないので。（実話） 

RA というアドバイザーに相談し、場合に応じてはルームメイト変

更も可能。一番は寮を出ること。 

大学への交通手段 
(※費用がかかれば費用も) 

基本的に徒歩。自転車や自家用車で通う人もいた。公共交通機関は

MSU が運営しているバス（Streamline）以外ほぼない。 

生活費および内訳 
（概算を円換算） 

生活費計 130,000 円／月（第二セメスターの場合） 

（生活費内訳） 

住居費： 50,000 円／光熱費：    円／通学費：    円 

食費：  20,000 円／通信費： 5000 円／書籍代： 15,000 円 

その他：（ 雑費    ）  60,000 円 

 

※学費・寮費以外に留学先大学へ納入するもの：  35,000 円 

（徴収された費用の名目： 寮の退去費用   ） 

その他生活で必要な

手続き、アドバイス 

(口座開設、保険、 

携帯電話、荷物、 

支払い方法など) 

・口座開設→Wells Fargo がおすすめ。パスポートと DS-2019、50 ドル程

度の現金を持っていけば即日開設可能。ドルで買い物でき、為替手数料が

ない点が魅力。アプリで残高確認できるのでよく利用した。学内 ATM もあ

る。 

・携帯→いらないと思う。日本の携帯を Wi-fi だけも困ることはない。携

帯は買ったが、そこまで使わなかった。 

・衣類→最低 1 週間分あれば、あとは街の古着屋で買いたして帰国直前

に捨てるのが一番。アウターは現地の物が防寒性、撥水性共に桁違いなの

でそちらをおすすめする。s 



３．留学先の大学について 

 

授業（カリキュラム）

の概要について 

学部の所属せずに興味関心がある授業を中心に履修した。最低 4

科目、12 単位（credits）履修しないといけないが、それ以上履修

しても問題ない。 

セメスターが始まる 2 週間前からウェブ上で履修登録、検索が可

能。早めに興味があるものはウェブ上でマークできるので、もし授

業の抽選に落ちても選択肢を残すことが可能。 

履修登録の時期 

登録方法 

☑渡航前       □渡航後     ⇒ （   月頃） 

☑オンラインで登録  □志願書類の提出 

□その他（             ） 

留学生特例措置 

(履修制限、優先措置、

留学生専用のオリエ

ンテーション、チュー

ター制度等) 

☑有り（具体的には以下のとおり） 

・Writing Center…Essay の添削をしてくれる場所。事前にウェブ

で予約を入れるか、当日 Drop-in できる時もある。一番おすすめ。 

・Smarty Cats…MSU の図書館でチューターが授業のサポートをし

てくれる。 

□無し 

留学先大学でのサポ

ート体制について 

(語学面／学校生活／

住居・日常生活等) 

サポートは手厚い。特に学習面は様々なサービスを提供しており、

施設もかなり整っている印象。生活面は、いかにうまく営業時間内

にサービスを利用するか、事前の準備が大事。 

全体的に言えるのは「自分から動くこと。」誰かが気づいてくれる

だろうという気持ちは捨てた方がいい。何か困ったことがあった

ら必ず周囲のサポートがあるので諦めずにまずは誰かに質問、相

談すること。OIP という留学生専用オフィスを一番利用した。 

留学開始後に行った

留学先大学の手続き 

(学生証、履修登録、

大学 ID の設定等) 

学生証、大学 ID 設定、履修登録は到着後のオリエンテーションで

全て案内してくれるのであまり心配しなくても良い。 

バイトを考えているなら SSN という社会保障番号の登録手続きが

必要だが、これは 1 ヶ月程度かかるので逆算してしっかり準備し

ていった方がいい。日本よりも対応が雑だと感じるので何事もし

っかり準備していかないと窓口で弾かれる。 

授業外活動について 

(サークル、部活、イ

ンターン、フィールド

ワーク等) 

※どうやって探したか、

どのような活動か、入る

きっかけなども具体的に 

各国の留学生が組織する学生クラブがあり、組織するには教授な

どアドバイザーが必要である。公式に学生クラブに所属すると、学

内のほぼ全ての施設をミーティングなどですぐに利用できること

が利点。日本人クラブは在学中になかったので日本文化イベント

を開催し、一時的に日本人学生を組織した。そのイベントに参加し

た友人が MSU に残っているので何かイベントを開催したい人がい

ればコンタクトを取ってみるといいだろう。 

友人がネイティブ・アメリカンの居留地出身なのでフィールドワ

ークを行うために実家に連れていってもらった。 



 

４．一週間のスケジュールについて 
  （授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください） 

 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00        

8:00 起床 起床 起床 起床 起床   

9:00      起床 起床 

10:00 
WRIT 

 
PHOT WRIT  WRIT   

11:00 ↓ ↓ ↓  ↓   

12:00  ↓〜11:30      

13:00 SOCI  SOCI  SOCI   

14:00 PHOT FILM ↓  ↓   

15:00 ↓〜14:30 ↓      

16:00  ↓      

17:00        

18:00 夕食 夕食 夕食 夕食 夕食   

19:00 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 夕食 夕食 

20:00 課題、予習 課題、予習 課題、予習 課題、予習 課題、予習   

21:00 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 課題、予習 課題、予習 

22:00 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 
↓ ↓ 

23:00 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 
↓ ↓ 

24:00 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 

 

  



5．留学成果とアドバイス 
 

留学によって得られた成果（語学に関すること、ものの考え方や取り組み方、 

コミュニケーション能力など自由に記載してください） 

・ネイティブ・アメリカンについての知識 

卒論テーマに関する学習を目的に MSU に行ったため、英語で関連文献を読み、居留地を訪れるこ

とができたことは留学目的を達成できたと感じる。本物に触れることができたのはこの先のモチ

ベーションに繋がる経験である。 

・とりあえずやってみる、失敗してみる 

自ら行動し、疑問点を質問し続けることが目標達成の近道であることに気がつけた。わからない

こと、困っていること、やりたいことは自ら周囲に働きかけていくことで解決され、達成される。

初めての土地で知り合いもろくにいない中で最初の一歩が怖いかもしれないが、とりあえず動い

て失敗してみることが結局成功につながった気がする。行動することで、自分ができる範囲と周

囲に頼らなければならない範囲が明確になった。徐々に考える前に動いてみることが多くなった。

アメリカという土地柄、そうならざるを得ないのかもしれないが、その風土に染まってみること

は留学ならではの醍醐味であろう。結果、すごく楽観的になった気がする。 

同じ大学へ留学を希望する人へのアドバイス（留学先大学、プログラムに関すること、 

生活全般に関することなど自由に記載してください） 

白人が 8 割以上をしめるモンタナ州は、ボーズマンが一番人種の多様性がある街である。一年を

通して湿度が低く、標高も高くて過ごしやすい。スキーや登山、クライミング、釣りやラフティン

グなどアウトドアなアクティビティを存分に楽しめる。人間より家畜の数が多い州で、とても親

切な人が多く、英語もとても聞き取りやすいと感じた。農業と畜産が盛んな州で、野菜と牛肉は安

価で美味しいものが手に入る。 

MSU は工学、建築、農学、生物学が有名で他の有名大学に匹敵する研究環境を提供している。キャ

ンパスがとても広く、移動には自転車やスケートボードを使っている学生もいた。学生の授業態

度も熱心で、教授との距離も近かった。積極的に学内のイベントに参加することが留学を楽しむ

コツである。卓球のトーナメントに参加したり、学内のボルダリングスペースを利用して楽しん

だ。ルームメイトとは一緒に生活をする人、と考えていた方がいい。もしうまくいかない場合はし

っかりアドバイザーと相談することを勧める。 

留学を通しての感想 

「自ら快適な場所を抜け出す」ことを意識して留学生活を送った。日本が恋しくなり、課題も膨大

で、ルームメイトとのトラブルもある中で参りそうになった時期もあった。そんな中、「自分」に

ついて考え始めた。日本では避けていたが、アメリカでは「あなたが誰か」ということに焦点が当

てられる。集団に属することが日本型なら、いわゆる個人主義がアメリカ型だ。独立し、自信を持

っている人物が男女関係なくアメリカでは良いとされる。「あなたの考えをあなたの言葉で」表す

ことがいかなる場面でも求められる。最初は困惑したが、ある授業で教授が「Keep Communicating」

という言葉をくれた。この言葉のおかげで私は救われた。周囲と積極的に関わり続けることで、他

者とのつながりが生まれ、自分が何を伝えたいのか、表現したいのかが明確になっていった。そこ

から、私は何者かという問いに対して前向きになることができた。それまで集団の一員として物

事を考えていた自分を脱し、「私はどう考えるか」という自分に焦点を当てた考え方を獲得するこ

とができた。これは大きな成長だ。自分と対峙し、自分が将来どうありたいか、ということについ

てじっくりと考えることができた留学生活だった。この 10 ヶ月間の経験を自分の中で完結させ

ず、培ったものを次は周囲に還元していきたい。最後に、留学を 4 年次に行うことを快諾してく

れた両親には深く感謝している。同級生が就活、卒業していく中でやりたいことをさせてくれた

両親の手厚いサポートの恩返しを今後行っていきたい。 

 



熊本大学海外派遣留学生 報告書 

 

 

 

氏名 B さん 

所属   文   学部・大学院 コミュニケーション情報 学科・専攻 

留学先機関名 モンタナ州立大学        （国名：アメリカ合衆国 ） 

留学先所属 

□ 特定の学部・研究科に所属（       学部・研究科） 

☑ 特定の学部等に所属せず、様々な学部等の授業を履修 

□ その他： 

留学期間 2018 年 8 月 －  2019 年 5 月 
留学開始時 

学年 
 ３ 年次 

奨学金 

☑ JASSO 海外留学支援制度    □ 国際奨学事業 

□ トビタテ！留学 JAPAN 【第  期】 

□ その他（            ） 



１．出発前の準備について 

 

ビザの種類 
☑ 有  □ 無 

種類( Ｊ１  ) 
ビザ申請先 

☑ 国内  □ 現地 

場所(  福岡   ) 

必要書類、手続き 

手続きに要した期間 

銀行の残高証明書、有効期限内のパスポート、証明写真等が必要で

す。派遣先の大学から必要書類が届いたら、ビザに関しては早めに

取り組む事をお勧めします。米国大使館に行って手続きをし、その

後ビザが自分の元に届くまで２週間程要します。万が一、書類の不

備等があったら渡航に間に合わず、渡航を遅らせなければならな

くなるので、余裕を持って準備をした方がいいです。 

ビザ申請以外で 

必要な事前手続き 

海外留学保険、ＪＡＳＳＯの申し込み、渡航する際の飛行機のチケ

ット予約、派遣先の国で必要とされるワクチンの摂取 

留学に向けて 

取り組んだ語学 

☑ 英語   □ 独語   □ 仏語   □ 中国語 

□ 韓国語  □ その他（        語） 

勉強方法 
ＩＥＬＴＳの勉強、映画・ドラマ等を英語音声・英語字幕で観る、

アメリカのニュースの音声を聞き、真似をする 

留学先の手続き 

(必要書類、大変だっ
たこと、どのように取
り組んだか等) 

銀行の残高証明、健康診断証明書、ワクチンの接種履歴、ＩＥＬＴ

Ｓの成績証明書、熊本大学の成績証明書、教授の推薦書、ビザのコ

ピー等。派遣先の大学から必要書類が届いてから、何段階かに分け

て、各書類の締め切りがあります。最初の締め切りまでの期間が短

く、とにかく書類関係の準備は早め早めにする事をお勧めします。

派遣先の大学へ提出する書類は、主にインターネット上でアップ

ロードしました。３月末に必要書類が手元に届いてから、７月まで

書類の準備は続きました。 

事前の必要経費 

(留学前に必要な 
支払い費用) 

※概算費用 

☑ 授業料 250，000 円（半期分）☑ 寮費 500，000 円（半期分） 

□ 語学研修費     円  □ 教材費     円 

☑ ビザ申請   20，000 円  

渡航費（□片道 ☑往復）  200，000 円 

海外旅行保険料     200，000 円 

□ その他（      ）       円 

 



２．渡航～到着時の生活について 

利用航空会社 ＡＮＡ，ＵＮＩＴＥＤ 手配 
ＨＩＳ 

※利用したサイト、旅行会社等 

移動経路 

※往路のみ 

福岡→成田→デンバー→ボ
ーズマン 

到着 

時刻 

現地時刻１６時 

【※移動時間（約１５時間）】 

大学（寮）への 

移動手段 

☑大学手配の出迎え  □知人の出迎え  □タクシー 

□公共交通機関（□バス □電車） □その他（      ） 

空港から移動する

際の注意点 

行き方、料金等 

大学手配の出迎えは事前に予約しておく必要があります。 

住居のタイプ 
☑寮  □アパート 

その他(       ) 

住居 

手配 

☑大学の斡旋  □自分で 

その他(       ) 

部屋の種類 

□一人部屋 

☑二人部屋 

その他(       ) 

ル ー ム

メイト 

□日本人学生 

□他国からの学生 

その他( 現地の学生 ) 

住居の申込手順 

基本的に最初の学期中は大学内の寮に住むことになっているの

で、大学から寮の申し込み案内のメールが届きます。自分の条件に

沿って寮の希望を出し、その後大学側から寮と部屋が決定され、通

知されます。その後、半期分の寮費の通知も来ます。 

住居でのトラブル 

および解決方法 

特にトラブルはなかったですが、渡航前でも不安な事があれば、問

い合わせ先にメールを送ると、すぐに返信が帰ってきます。また、

寮内には２４時間常にスタッフが常駐しているので、トラブルが

あってもすぐに対応してくれます。 

大学への交通手段 
(※費用がかかれば費用も) 

大学内に寮があるので、交通手段は徒歩です。無料のバスが市内に

通っているので、基本的に交通費はかかりません。 

生活費および内訳 
（概算を円換算） 

生活費計 120，000 円／月 

（生活費内訳） 

住居費： 60，000 円／光熱費： 0  円／通学費：  0 円 

食費： 40，000 円／通信費： 0  円／書籍代： 20，000 円 

その他：（       ）    円 

※学費・寮費以外に留学先大学へ納入するもの：     円 

（徴収された費用の名目：               ） 

その他生活で必要な

手続き、アドバイス 

(口座開設、保険、 

携帯電話、荷物、 

支払い方法など) 

保険については、日本の会社で渡航前に申し込みました。携帯電話

は、現地の携帯ショップで購入しました。大学・寮内には全てワイ

ファイが通っておりますが、外国人の友人と交流する際や、買い物

をする際等に、現地の電話番号を持っていないと何かと不便なの

で、携帯もしくはＳＩＭカードを購入する事をお勧めします。私

は、現地の銀行で口座は開設せず、主にクレジットカードを使い買

い物等をしていました。現金もあった方が便利ですが、主にクレジ

ットカードで済ませることが出来ました。 



３．留学先の大学について 

 

授業（カリキュラム）

の概要について 

留学生は、半期分に取る最低限の単位が１２単位と決まっており、

１２単位以上取らなくてはいけません。月・水・金曜日、火・木曜

日がそれぞれ同じクラスなので、１週間に多ければ３回ほど同じ

クラスの授業があるので、授業の進度がとても速いです。基本的に

どんな授業も取れるようにはなっておりますが、同じ専門分野で

もレベルが様々有り、第一週目に授業に体験に行き、シラバスや授

業の雰囲気等を確認した上で、その授業を登録するか、登録しない

かを決めることが出来ます。基本的に座学の授業＋グループワー

ク等の活動がセットになっています。人気の授業は、早めに席が埋

まってしまう事も多く、どうしても取りたい授業は早めに登録し

てキープしておくことをお勧めします。 

履修登録の時期 

登録方法 

☑渡航前       ☑渡航後     ⇒ （ ８月頃） 

☑オンラインで登録  □志願書類の提出 

□その他（             ） 

留学生特例措置 

(履修制限、優先措置、

留学生専用のオリエ

ンテーション、チュー

ター制度等) 

☑有り（具体的には以下のとおり） 

・半期の単位数１２単位以上 

・授業開始の前の週に留学生専用のオリエンテーション有り、そ

の際に履修登録や校内施設について詳しい説明を受ける 

・チューターは絶対ではなく、申し込みをした人には割り当てら

れる仕組み 

・ 

□無し 

留学先大学でのサポ

ート体制について 

(語学面／学校生活／

住居・日常生活等) 

レポート等の課題が出た際、writing center で自分の英語の文章

をチェックして貰える。事前に予約する必要があり、文法的に間違

っている所や、辻褄が合わないところ等を校正して貰える。また、

何か困ったことがあれば、大学内に留学生用のプログラムを管理

している施設があるので、そこに行き相談する事ができる。寮生活

では、２４時間スタッフが駐在しており、各フロアに学生リーダー

もおり、何かトラブルがあればいつでも相談に乗ってくれる。 

留学開始後に行った

留学先大学の手続き 

(学生証、履修登録、

大学 ID の設定等) 

モンタナ州立大学ではキャットカードという学生証が使われてお

り、オリエンテーション後に発行する。このキャットカードを使う

ことで、寮や大学内の施設に入れたり、図書館のコピー機のサービ

スや食堂も利用できたり、ネット上でチャージすることで電子マ

ネーとしても使える。大学内での身分証明書となるので、常に携帯

しておかなければならない。履修登録については、オリエンテーシ

ョン後に留学生プログラムのスタッフが相談に乗ってくれなが

ら、学校のパソコンで登録することが出来る。大学のネットＩＤと

パスワードを設定することで、大学内のワイファイや、図書館のＰ



Ｃにアクセスすることができる。また、ネットＩＤを使うと、大学

のＤ２Ｌというサイトにアクセスすることができる。このサイト

は、熊本大学のムードルのようなサイトで、各授業の課題を提出し

たり、授業のスライドをダウンロードしたり、教授からの連絡を受

け取る事ができる。 

授業外活動について 

(サークル、部活、イ

ンターン、フィールド

ワーク等) 

※どうやって探したか、

どのような活動か、入る

きっかけなども具体的に 

授業が始まる前の週に、大学内で様々なサークルや部活が集まり、

紹介をするイベントがある。そのイベントに行くと、どんな部活が

あるか知る事が出来る。留学生交流サークルに加入し、様々なイベ

ントに参加した。そのサークルを通して、アメリカの伝統的なイベ

ントに参加したり、土日にハイキング等の野外活動をおこなった

りした。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４．一週間のスケジュールについて 
  （授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください） 

 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00        

8:00        

9:00 起床 起床 起床 起床 起床 起床 起床 

10:00        

11:00        

12:00 授業 昼食 授業 昼食 授業 昼食 昼食 

13:00 昼食 授業 昼食 授業 昼食   

14:00 授業 授業 授業 授業 授業 課外活動 課題 

15:00 課題 授業 課題 授業 課題   

16:00 課題 授業 課題 授業 課題   

17:00 課題 課題 課題 課題 課題   

18:00 夕食 夕食 夕食 夕食 夕食 夕食 夕食 

19:00 帰宅 帰宅 帰宅 帰宅 帰宅   

20:00 課題 課題 課題 課題 課外活動 課外活動 課題 

21:00 課題 課題 課題 課題 課外活動   

22:00 課題 課題 課題 課題 課外活動   

23:00 課題 課題 課題 課題 課外活動   

24:00 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 

 

  



5．留学成果とアドバイス 
 

留学によって得られた成果（語学に関すること、ものの考え方や取り組み方、 

コミュニケーション能力など自由に記載してください） 

 留学を通して、語学は最も変化があったと思います。留学した当初は、英語で聞き取る

ことも話すこともままならず、授業の課題や予習にもとても時間がかかり、友人との会話

も何回も聞き返す事が多かったです。友人達とめげずに話したり、英語でドラマを見たり

して、徐々に英語力を伸ばしていきました。段々とコツを掴み、友人達との会話も弾むよ

うになり、授業の予習等にかかる時間も短くすることができました。 

 ものに対する考え方は、まず自分から何か動かなければ周りは助けてくれない、という

事を感じました。周りからの助けを待っているだけでは、何も状況は変わりません。何が

分からない、何をどうしたい、等を自分から発信することが重要だと思います。また、ど

んな環境においても、その環境や経験をどういう物にするかは自分自身だと言うことを

学びました。 

同じ大学へ留学を希望する人へのアドバイス（留学先大学、プログラムに関すること、 

生活全般に関することなど自由に記載してください） 

 もしモンタナ州立大学に留学を希望する方がいたら、まずは大学、そして大学があるボ

ーズマンの街の方々はとても優しい方ばかりなので、安心して留学して欲しいと伝えた

いです。留学中に困ったことがあったとしても、相談も支援も親身になってしてくれる人

ばかりです。プログラムに関しても、留学生がアメリカの生活に馴染みやすいようなプロ

グラムが考えられているので、留学プログラムの内容も、課外活動も十分に楽しめると思

います。大学内の寮に住むと思うのですが、治安もとても良く、２４時間体制でスタッフ

が勤務しているので、安心して住むことができます。大学内に食堂もあり、自炊をするに

しても、近くにスーパーもあり、各寮にキッチンもあります。ダウンタウンにも歩いて行

くことが出来ますし、市内に無料のバスが毎日通っているので、生活に不便を感じたこと

はあまりありません。冬は寒さが厳しくなるので、日本とはまた違った気温に慣れる事が

少し大変でした。 

留学を通しての感想 

 留学を通して、まず自分の中の世界が広がりました。世界には、色々な考え方を持つ人

がいて、それぞれが自分自身の様々な何かを信じて生きていて、何が正しい、何が悪いと

は簡潔に言えないという事を感じました。頭では留学に行く前から分かっていた事なの

ですが、実際に自分自身でその様々な考え方を目の当たりする、という経験はとても貴重

だったと感じています。アメリカに暮らしている方々は、本当に自由で、良い意味で周り

の目を気にせず、自分が楽しいと思うことを心の底から楽しんでしているように感じま

した。それがとても私にとっては新鮮で、自分の今までの人生、そしてこれからの人生を

もう一度考えさせられるような９ヶ月間でした。間違いなく、今までの人生で最も濃い９

ヶ月間でした。 

 



 

熊本大学海外派遣留学生 報告書 

 

  

氏名 C さん 

所属 
    文  学部・大学院 コミュニケーション情報        

学科・専攻 

留学先機関名  モンタナ州立大学         （国名： アメリカ  ） 

留学先所属 

□ 特定の学部・研究科に所属（       学部・研究科） 

■ 特定の学部等に所属せず、様々な学部等の授業を履修 

□ その他： 

留学期間 2018 年 8 月 － 2019 年 5  月 
留学開始時 

学年 
 3 年次 

奨学金 

■ JASSO 海外留学支援制度    □ 国際奨学事業 

□ トビタテ！留学 JAPAN 【第  期】 

□ その他（            ） 



１．出発前の準備について 

 

ビザの種類 
■ 有  □ 無 

種類(  J1  ) 
ビザ申請先 

■ 国内  □ 現地 

場所( 福岡     ) 

必要書類、手続き 

手続きに要した期間 

有効なパスポート、証明写真（服は白でない方が良い）、オンライ

ン申請 

まずオンライン申請から始まり、記入項目が多いが、一日あれば十

分に終わる。しかし、私の場合、申請は早く終わっても面接の日程

が埋まっていたのでオンライン申請の約１か月後に面接を受ける

ことになった。不備がなければ面接の１週間後くらいにビザ付き

のパスポートが郵送されてきたと思う。 

ビザ申請以外で 

必要な事前手続き 
MSU への交換留学のための申請、寮の申請 

留学に向けて 

取り組んだ語学 

■ 英語   □ 独語   □ 仏語   □ 中国語 

□ 韓国語  □ その他（        語） 

勉強方法 
IELTS の勉強を続け、日常会話の英語を知るために英語のドラマな

どを英語字幕で視聴した。 

留学先の手続き 

(必要書類、大変だっ
たこと、どのように取
り組んだか等) 

ビザも大変だったが、個人的には MSU への申請の方が大変だった。

残額証明書や推薦書などすぐにできないものもあったので前もっ

て用意した方が良い。送られてきたメールや説明は読み忘れがな

いように気を付けた。 

事前の必要経費 

(留学前に必要な 
支払い費用) 

※概算費用 

□ 授業料       円  ■ 寮費  ５０万   円 

□ 語学研修費     円  □ 教材費     円 

■ ビザ申請    ２万  円  

渡航費（□片道 ■往復）  ２８万 円 

海外旅行保険料        ２３万     円 

□ その他（      ）       円 

 

  



２．渡航～到着時の生活について 

利用航空会社 ANA、United airline 手配 
HIS 

※利用したサイト、旅行会社等 

移動経路 

※往路のみ 

福岡、成田、デンバー、ボー
ズマン 

到着 

時刻 

午後５時 

【※移動時間（約 ２０ 時間）】 

大学（寮）への 

移動手段 

■大学手配の出迎え  □知人の出迎え  □タクシー 

□公共交通機関（□バス □電車） □その他（      ） 

空港から移動する

際の注意点 

行き方、料金等 

治安はよいので安全性に関しては基本的に大丈夫だが、公共交通

機関があまりないので大学の出迎えサービスを申請した方がよ

い。 

住居のタイプ 
■寮  □アパート 

その他(       ) 

住居 

手配 

■大学の斡旋  □自分で 

その他(       ) 

部屋の種類 

□一人部屋 

■二人部屋 

その他(       ) 

ル ー ム

メイト 

□日本人学生 

□他国からの学生 

その他( アメリカ人 ) 

住居の申込手順 ハウジングのサイトから手順通りに申請する。 

住居でのトラブル 

および解決方法 
特にトラブルはなかったが、基本的は RAに問題点を伝えればよい。 

大学への交通手段 
(※費用がかかれば費用も) 徒歩 

生活費および内訳 
（概算を円換算） 

生活費計  １２～３万   円／月 

（生活費内訳） 

住居費：  1 セメスターで約５０万  円／光熱費： ０ 円／

通学費：  ０  円 

食費：  ０  円／通信費： 4,000  円／書籍代：１～２万 

円 

その他：（交際費（買い物やダイニング以外での食事））１～２万 

円 

※学費・寮費以外に留学先大学へ納入するもの：   ３万  円 

（徴収された費用の名目： 長期休暇中の寮費  ） 

その他生活で必要な

手続き、アドバイス 

(口座開設、保険、 

携帯電話、荷物、 

支払い方法など) 

携帯電話はアメリカに行ってから SIM card を購入した。日本で購

入していた人もいたが、近くに SIM を購入できる場所があるので

日本で必ず買っていく必要はない。３６ドルで月に 3GB 使用でき

るプランを主に選んでいた。学校は Wi-Fi があるのであまり大き

なプランは必要がないと思った。 

クレジットカードは Master か Visa を持っていた方が良い。JCB も

Discover の代わりに使えることも多いが、寮内の自動販売機など

は Master か Visa だった。 



３．留学先の大学について 

 

授業（カリキュラム）

の概要について 

基本的に５０分×週３または７５分×週２と週に１５０分になる

ように組まれている。授業番号で１や２から始まるものは入門の

ような感じで難易度があまり高くない。 

履修登録の時期 

登録方法 

■渡航前       □渡航後     ⇒ （   月頃） 

■オンラインで登録  □志願書類の提出 

□その他（             ） 

留学生特例措置 

(履修制限、優先措置、

留学生専用のオリエ

ンテーション、チュー

ター制度等) 

■有り（具体的には以下のとおり） 

・インターナショナルの生徒用のオリエンテーション（２日間） 

・language exchange 

・ 

・ 

□無し 

留学先大学でのサポ

ート体制について 

(語学面／学校生活／

住居・日常生活等) 

OIP は留学関係に関するオフィスなので困ったことがあれば OIP

に相談するとよい。授業面で不安があれば教授に直接相談すれば

親切に相談にのってくれる人が多かった。 

留学開始後に行った

留学先大学の手続き 

(学生証、履修登録、

大学 ID の設定等) 

学生証は cat card と呼ばれるカードがあり（顔写真付き）、寮の

ロック解除からミールプラン、洗濯や自動販売機など、学内での支

払いをすることができる。ハウジングのオフィスに行って直接カ

ードを受け取らなければならない。 

授業外活動について 

(サークル、部活、イ

ンターン、フィールド

ワーク等) 

※どうやって探したか、

どのような活動か、入る

きっかけなども具体的に 

８月に新入生のために多くのクラブなどがテントを立てて勧誘す

るイベントがある。いろいろ回ることで自分の興味のあるクラブ

や活動を見つけることができるのではないかと思う。 

 



４．一週間のスケジュールについて 
  （授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください） 

 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00        

8:00        

9:00  起床  起床    

10:00 起床  起床  起床   

11:00  授業  授業  起床 起床 

12:00 昼食 昼食 昼食 昼食 昼食 昼食 昼食 

13:00  昼食  昼食  昼食 昼食 

14:00 授業 
休憩 or 勉
強 

授業 
休憩 or 勉
強 

授業 自由時間 勉強 

15:00 授業 
 
授業 

授業 授業 授業  勉強 

16:00  授業  授業   休憩 

17:00 勉強 夕食  夕食 勉強 勉強 勉強 

18:00 夕食 夕食 夕食 夕食 夕食 夕食 夕食 

19:00  休憩 夕食 休憩 夕食 自由時間 夕食 

20:00 勉強 勉強 勉強 勉強 
外出 or 自
由時間 

 勉強 

21:00        

22:00 入浴  
 

入浴 
    

23:00      入浴 入浴 

24:00 就寝 入浴、就寝 就寝 入浴、就寝 入浴、就寝 就寝 就寝 

 

  



5．留学成果とアドバイス 

留学によって得られた成果（語学に関すること、ものの考え方や取り組み方、 

コミュニケーション能力など自由に記載してください） 

現地学生と一緒に授業を受けるために必要な IELTS を取得していったが、授業内容が完

璧にわかるわけではないので、日本にいる時よりも勉強する時間が長くなる。また、本を

読む課題では、ネイティブに比べて読むのが遅く理解度も低いため早い段階から読み始

める一方で、同じグループのネイティブの学生は同じものを一日かからずに読み終わる

現実に直面すると、初めから頭ではわかっていても悔しく感じた。留学生活を通じて語学

力が以前と比べて改善されたことに加え、母語ではない国で生活・勉強することの大変さ

を知ることができた。また、一年間の生活のなかで、アメリカ人と友達になることの難し

さを感じた。そのたびに英語がもっと話せたらなと思ったが、その気持ちが英語をもっと

勉強したいという気持ちにつながったと思う。帰国後のいまでも英語で完璧にコミュニ

ケーションがとれるわけではないのでこれからも頑張っていきたい。 

同じ大学へ留学を希望する人へのアドバイス（留学先大学、プログラムに関すること、 

生活全般に関することなど自由に記載してください） 

留学前はモンタナ州や大学に関しての知識がほとんどなく、インターネットで調べると

とても田舎なのかなという印象を受けた。しかし、生活してみると学校の近くにダウンタ

ウンがあり、無料バスで買い物に行けることから、充実した生活を送ることができた。学

校内にも買い物できるショップやちょっとしたカフェ、映画館、レクリエーションがそろ

っているため楽しい留学生活を送ることができると思う。都会過ぎないため、勉強にも集

中できる良い環境であるといえる。気候や地理的にウィンタースポーツやアウトドアが

盛んなため、スキーやハイキングが好きな人にとっては楽しい生活になると思う。 

最初に留学生のためのオリエンテーションがある以外は現地の学生と同じように扱われ

るが、授業に不安があれば教授に相談することで解決できると思うので、あまり不安に思

う必要はない。とにかく困ったら誰かに相談することで解決策が見えてくるので一人で

悩みすぎないことが大事だと思う。 

勉強で夜遅くまで起きていたり食生活の変化などによりニキビができたりしたので、忙

しい中でも生活習慣や食事は気を付けてほしい。 

留学を通しての感想 

留学を通して、勉強面でも生活面でも学ぶことが多い一年であったと思う。英語だけの環

境にストレスや悩みを抱えることも多々あったが、自分の英語の実力を受け入れ努力し、

友達と切磋琢磨していくことでさらに成長できたと思う。生活面では、初めて親元から離

れることに加え、初めての寮生活と不安も多かった。特に、アメリカの寮は基本的に二人

一部屋でシャワーやトイレは共用であったため初めは心配であったが、ルームメイトと

もよい関係を築くことができ結果的に楽しい良い思い出になった。精神的にも以前に比

べて強くなったように思う。 

一年間の留学は想像よりも時間が経つのが早く、アメリカで経験しておきたかったこと

をすべて成し遂げることができなかったことが残念だが、アメリカ生活の経験を生かし

て残りの学生生活を頑張りたいと思う。 

 


